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	石木ダム
	１. 被収用者の怒り
	1. 被収用者は、石木ダム建設事業起業者による収用を認めず、明渡は拒否し、従来からの占有（居住・農耕等）を継続している。
	2. 起業者が収用したとする農地等へ立ち入って工事に着手。従来からの農耕を不可能にする事態が生じ、生活基盤の破壊行為に対して強く抗議し、工事中止を求めている。収用明渡裁決執行停止を求めたが、「原状復帰可能な範囲」として国土交通大臣が決定した。原状復帰を法的に確定するには、起業者を相手にした訴訟裁決が必要とのこと。行政不服審査法の精神に背いた「決定」

	２. その理由
	1. 起業者による覚書不履行
	 長崎県知事と事業地住民3総代が1972年（昭和47年）7月29日に取り交した「石木川の河川開発調査に関する覚書」の第４条が反故にされている。
	2. 石木ダム事業は不要

	 佐世保市の『水不足』対策としての水源開発　⇒佐世保市は「水不足」ではない。
	 川棚川の石木川合流地点より下流の洪水対策　⇒すでに「石木ダムなし」で対応できている
	 国の補助事業であるが、補助事業採択継続を判断する際の再評価において、国は事業者から提出された再評価報告の信憑性について一切審査していない。
	3. 石木ダム事業は弊害を生むのみ。生息存続を許さない・環境破壊・人権侵害・つけ払い
	4. 以上より、石木ダム事業への土地収用法適用は、土地収用法の目的（国土の適正且つ合理的な利用に寄与）に反している。憲法第99条違反


	３. 参照願いたい情報サイト

